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１．事業概要
やまさきはりましんぐう

事業評価単位： 高速自動車国道 中国横断自動車道 姫路鳥取線（播磨新宮～山崎JCT）

区 間： 兵庫県たつの市新宮町～兵庫県宍粟市山崎町

延 長： １１．４ｋｍ

しんぐうちょう しそうし やまさきちょう

やまさきはりましんぐう

※道路名
播磨自動車道（通称 播磨道）

延 長

規 格： 第１種第３級 (暫定型) 【第１種第３級 (完成型)】

設計速度： ８０ｋｍ／ｈ (暫定型) 【８０ｋｍ／ｈ (完成型)】

車 線 数： 暫定 ： ２車線 【完成 ： ４車線】車 線 数： 暫定 ： ２車線 【完成 ： ４車線】

計画交通量： ５，６００台／日

事 業 費： ６５１億円

評価対象区間
Ｌ＝１１．４ｋｍ

鳥
取

評価対象区間
福崎

山崎

佐用JCT

佐用

舞
鶴
若
狭
自
動

取
自
動
車
道

（仮称）山崎JCT

播磨新宮

山陽姫路東播磨JCT

播磨新宮

動
車
道

岡
山
自
動
車
道

(仮称)山崎JCT
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２.事業の経緯及び進捗状況

■進捗状況（平成28年度末見込み）■事業の経緯

事業進捗率 １９％ （事業費ベース）

用地取得率 ９８％ （面積ベース）

整備計画 平成１０年１２月
事業許可 平成１８年 ３月

工事着手率 ８２％ （延長ベース）

【現在の状況】

用地取得が進捗しており、平成２５年度以降、順
次工事発注 着手を進めているところ

事業許可変更 平成２３年 ３月

開通予定 平成３２年度

次工事発注・着手を進めているところ。

平成２９年度から全面展開する予定である。

年度

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

播
磨
新 完

成

平
成

調査・設計
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宮
～
山
崎

成
予
定

成
32
年
度工 事

今

前
々

工事
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３.事業を取り巻く情勢及び必要性

大項目 小項目 No

広域ネ トワ クの整備 ①
ネットワークの充実

広域ネットワークの整備 ①

南北ネットワークの強化 ②

アクセス向上 インフラ施設等へのアクセス向上 ③

交通事故の低減 ④

安全・安心

震災等災害時の交通機能確保 ⑤

災害時の緊急輸送路の確保 ⑥

代替機ルートの増加 ⑦

救急医療活動への支援 ⑧救急医療活動への支援 ⑧

地域活性化

播磨科学公園都市の活性化 ⑨

山陰の観光支援と播磨地域との交流
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山陰の観光支援と播磨地域との交流
支援

⑩



３－① 広域ネットワークの整備

◯ 鳥取自動車道が平成25年3月に全線開通し、中国横断自動車道姫路鳥取線の未開通区間は評
価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ間）のみとなっている。

◯ 評価対象区間の整備により、鳥取県と兵庫県・岡山県との南北方向のつながりの強化、さらに中
国自動車道と山陽自動車道との一層の連携による東西方向のつながりの強化も期待される国自動車道と山陽自動車道との 層の連携による東西方向のつながりの強化も期待される。

鳥取港

鳥取県 兵庫県

鳥取市鳥取空港

京都府京都府

岡山県

佐用町

たつの市

宍粟市

評価対象
区間

大阪国際空港

神戸港

姫路港

岡山県

神戸市

たつの市

姫路市

区間

岡山空港
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神戸港

神戸空港 大阪府岡山市



○評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により 鳥取市と姫路市・岡山市との所要時間が短

３－② 南北ネットワークの強化

○評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、鳥取市と姫路市・岡山市との所要時間が短
縮されるなど、山陰地方と山陽地方の連携の強化が期待される。

○鳥取市～岡山市などでは、冬季に中国自動車道の降雪・凍結のリスクがあり、山陽自動車道か
ら播磨自動車道経由となることでリスクが低減され安心安全と信頼性の向上も期待される。

■ 整備前後による所要時間比較

姫

山陰地方 山陽地方

整備前：鳥取道・国道１７９号 利用

約２時間２０分鳥取市
＜鳥取市⇔姫路市＞
整備前ルート：
整備後ル ト：

鳥

姫

路

市

整備後： 鳥取道・播磨道 利用

約２時間５分 約１５分短縮
兵庫県

鳥取県
＜鳥取市⇔岡山市＞
整備前ルート：
整備後ルート：

整備後ルート：

鳥

取

市 岡

整備前：鳥取道・中国道・岡山道利用

約３時間１５分

兵庫県

岡

山

市

整備後： 鳥取道・播磨道・山陽道 利用

約２時間５５分 約２０分短縮岡山県 評価対象
区間179 市

姫路市

区間

出典：H22道路交通センサス

※ H22道路交通センサス(昼間12時間平均旅行速度)、規制速度を適用。
また、姫路鳥取線は規制速度70km/hとした。

約２０分短縮

・姫路鳥取線の整備により鳥取と姫路の南北ネットワーク強

6

岡山市
約１５分短縮

姫路鳥取線 整備 り鳥取 姫路 南北 ッ ク強
化が期待される。また、ミッシングリンク解消により利便性が
向上することで、鳥取県への企業誘致を通じた地域活性化
や定住化に繋がるものと期待される。

（鳥取県ヒアリング調査）



◯評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により 宍粟市から 寄りの新幹線駅（相生駅）へ

３－③ インフラ施設等へのアクセス向上

◯評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、宍粟市から 寄りの新幹線駅（相生駅）へ
の移動時間が４５分⇒３３分へと１２分短縮される。

◯ 同様に、宍粟市から播磨科学公園都市への移動時間が３１分⇒１６分へと１５分短縮されるなど、
さらなる地域間交流の活性化が期待される。

■ 宍粟市役所～相生駅間の所要時間 ■ 宍粟市役所～播磨科学公園都市間の所要時間

宍粟市
(仮称)山崎JCT佐用JCT

(仮称)山崎JCT
中国自動車道

中国自動車道

整備後

29179
29179

山崎IC

宍粟市

播磨新宮IC

評価対象
区間 評価対象

区間

山崎IC

佐用JCT

播磨科学
公園都市整備前

整備後
１６分

整備前

2929
29179

2929

29179

292

龍野IC

播磨JCT

龍野西IC

播磨新宮IC

山陽自動車道

整備後
３３分

４５分
整備前
３１分

姫路鳥取線

凡例

：整備前

：整備後

凡例

：整備前

：整備後

292

山陽自動車道

相生駅

姫路鳥取線

整備後

姫路鳥取線

整備前

姫路鳥取線

整備後

姫路鳥取線

整備前

１２分短縮 １５分短縮

0 10 20 30 40 50 60

整備後

（分）
0 10 20 30 40 50 60 （分）
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出典：H22道路交通センサス

※ H22道路交通センサス(昼間12時間平均旅行速度)、規制速度を適用。
また、姫路鳥取線は規制速度70km/hとした。



◯ 高速道路 傷事故率は 般道 約 分 ※ 播磨自動車道 開通 間（播磨 播

３－④ 交通事故の低減

◯ 高速道路の死傷事故率は一般道の約１０分の１※、播磨自動車道の既開通区間（播磨JCT～播
磨新宮）の死傷事故率は並行する国道２９号や国道１７９号の約８分の１であり、高速道路は一般
道より安全性が高い。

◯ 評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、国道29号などを利用する交通の一部が播◯ 評価対象区間（播磨新宮 山崎ＪＣＴ）の整備により、国道29号などを利用する交通の 部が播
磨自動車道へ転換し、道路交通全体として安全性の向上が期待される。

■現在の交通状況

※ H27.7.30開催 国土交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会 資料より

■現在の交通状況

播磨道（播磨JCT～播磨新宮） 国道２９号（兵庫県域）

評価対象
区間

山崎IC(仮称)山崎JCT

区間

373
佐用JCT

■播磨道と並行する一般道の死傷事故率（H22年～H25年）

80 0
（件/億台キロ）

播磨新宮IC

福崎IC

山陽姫路西IC

2929

龍野IC

179

8

65

20 0

40.0 

60.0 

80.0 

約８倍

播磨JCT
龍野西IC 山陽姫路東IC

8
出典：播磨道・・・・・NEXCO西日本調べ

国道29号・・・（公財）交通事故総合分析センターの集計結果を基にNEXCO西日本作成
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播磨道 国道29号・179号・373号



◯東日本大震災では 内陸の幹線道路と沿岸部を結ぶ道路は 道路啓開※によって速やかに 低

３－⑤ 震災等災害時の交通機能確保

◯東日本大震災では、内陸の幹線道路と沿岸部を結ぶ道路は、道路啓開※によって速やかに 低
限の機能が確保（「くしの歯作戦」）され、緊急輸送や復旧活動において重要な役割を果たした。

◯山崎断層帯地震により山陽自動車道または中国自動車道の沿線が被災した場合、評価対象区
間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、山陽道と中国道を結ぶ南北軸の道路が増強され緊急輸
送・復旧活動への寄与が期待される。
※ 道路啓開とは、１車線でもとにかく通れるように早急に 低限の瓦礫処理を行い、簡易な段差修正により救援ルートを開けることをいう。

米

■中国道に被害が出た場合の道路啓開イメージ
■東日本大震災の際の道路啓開

播

鳥
取
自
動
車
道

米
子
自
動
車
道

兵庫県における防災拠点

舞
鶴

自
動宍粟市

兵庫県

評価対象
区間

山崎断層

53
29

175

岡
山
自
動
車
道

播
但
連
絡
道
路

播
磨

自
動
車
道

鶴
若
狭

動
車
道

佐用町

たつの市

宍粟市

姫路市

岡山県 美
作
岡
山
道
路

出典： 東北地方整備局「震災伝承館」

道

岡山市

神戸市

出典： 東北地方整備局「震災伝承館」

▼阪神・淡路大震災時には長期間にわたり大動脈が機能停止状態 ▼東日本大震災時には東北道が緊急輸送・復旧活動に寄与

9
宝塚高架橋 瓦木西高架橋 仙台港北ＩＣ常磐道 水戸～那珂間

出典： ＮＥＸＣＯ東日本ＨＰより



◯西播磨地域の北部への災害時の緊急輸送は 現状として播磨科学公園都市内にある広域防災拠

３－⑥ 災害時の緊急輸送路の確保

◯西播磨地域の北部への災害時の緊急輸送は、現状として播磨科学公園都市内にある広域防災拠
点から一般道を経由し大きく迂回せざるを得ないが、近年災害等による通行止めが多発。

◯評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、災害や冬季の積雪にも強い西播磨地域の北
部への災害時緊急輸送路が確保され、防災拠点相互間の広域的な連携や被災地へのアクセス強
化が期待される。

但馬広域防災拠点
29 西播磨北部地域への

緊急輸送の強化

■ 兵庫県内の防災拠点 ■災害等による道路被災箇所（姫路鳥取線付近）

但馬広域防災拠点

丹波広域防災拠点
179

(仮称)山崎JCT佐用JCT
中国自動車道

山崎IC

緊急輸送の強化

評価対象

佐用IC

西播磨地域

連携強化

全県拠点（三木総合防災公園）

阪神南広域防災拠点 179
29

312

播磨新宮IC

福崎IC
区間

西播磨広域
防災拠点

淡路広域防災拠点

373

2
2龍野IC

播磨JCT

龍野西IC

山陽姫路西IC 山陽姫路東IC

×H18～H27の災害等によ

西播磨広域防災拠点

防災拠点

山陽自動車道
西播磨地域南部
への緊急輸送

×H18～H27の災害等によ
る通行止め箇所

※広域防災拠点：大規模災害時に救援・救護、復旧活動等を行うための拠点（兵庫県内：6箇所整備）

緊急輸送路 ：災害発生後に救助・救急・医療・消火活動を迅速を行い、また、被災者に救急物資を供給

する道路

10

・播磨道が整備されることによって、災害時には「命の道」として各防災拠点間の
連携強化に繋がるものと期待している。

（たつの市ヒアリング調査）



３－⑦ 代替ルートの増加

◯過去３年 中国自動車道・山陽自動車道は豪雨や積雪に伴う通行止めを除いて 並行するJCT間◯過去３年、中国自動車道・山陽自動車道は豪雨や積雪に伴う通行止めを除いて、並行するJCT間
で同時に通行止めは発生していない。

◯評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により、中国自動車道と山陽自動車道の相互連絡
箇所が増え、交通事故等の通行止め時においても一般道へ迂回せず高速道路内での迂回余地が

■中国道・山陽道の通行止め回数（平成25～平成27の3ヵ年計）

拡大する。

中国道（上り線）中国道（上り線） ９回

うち同時発生
３回

中国道（上り線）
山崎JCT→神戸JCT

山陽道（上り線）
播磨JCT→神戸JCT

中国道（上り線）
北房JCT→→山崎JCT

山陽道（上り線）
岡山JCT→→播磨JCT

８回

９回

９回

１８回

中国道（下り線）
山崎JCT←←神戸JCT

山陽道（下り線）
播磨 神戸

中国道（下り線）
北房JCT←←山崎JCT

山陽道（下り線）
岡山JCT 播磨JCT

１０回

１４回

９回

１０回

・播磨道の整備により中国道や山陽道で

北房JCT 山崎JCT 中国自動車道

出典:NEXCO西日本調べ播磨JCT←←神戸JCT岡山JCT←←播磨JCT １４回
うち同時発生

４回

発生した事故通行止等のう回路として機
能することが期待され、高速バスの信頼
性向上に繋がる。

（高速バス会社ヒアリング調査）

神戸JCT

評価対象区間
岡
山
自
動
車
道

播
磨
自
動
車

同時通行止めに

ならない限り、迂回
することができる。
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播磨JCT岡山JCT

道

山陽自動車道



３－⑧ 救急医療活動への支援

○評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備により 救急搬送時間の短縮・安定性の向上 救急○評価対象区間（播磨新宮 山崎ＪＣＴ）の整備により、救急搬送時間の短縮 安定性の向上、救急
搬送先の選択範囲の拡大、振動・揺れによる患者への負担の軽減などが図られ、地域住民の「生

活の安心」の実現への寄与が期待される。

【例２】 搬送先医療施設の拡大【例１】 救急搬送時間の短縮

大原IC 凡例

【例 】 搬送先医療施設 拡大
播磨科学公園都市から救急搬送する場合、

３０分以内で搬送可能な医療施設の選択肢
が増える

【例 】 救急搬送時間 短縮
宍粟市内から赤穂市民病院への搬送時間が

５０分⇒４１分となり、９分短縮される

凡例
：整備前30分圏内
整備後30分圏内

作東IC

佐用IC
佐用JCT

山崎
JCT

宍粟市役所

凡例

：整備前

：整備後

しそう

：整備後30分圏内

：大規模病院(200床以上)
：中小規模病院(200床未満)

福崎IC

播磨新宮IC

山崎IC

整備後：41分

373

宍
粟
新
宮
線29

179

播磨科学公園都市

山陽姫路西IC

龍野IC

龍野西IC
2

2

373

山陽
姫路東IC

179

赤穂市民病院

新たなルート

第３次救急医療機関

姫路救命救急センター
搬送時間 ： 発症から１時間以内に病院に到着していると救命の可能

性が上がるため、救急車到着までの時間・現場活動の時

間（３０分）を除いた３０分を搬送時間の基準としている

赤穂市民病院

赤穂IC備前IC

龍野西
播磨
JCT

整備前：50分

250
山陽自動車道

播磨圏域 姫路市 た 市 宍粟市 相生市 赤穂市 神埼郡 揖保郡 佐 郡 赤穂郡

赤穂市民病院

※H25.3開設

・高速道路を利用することによって、線形や高低差の厳
しい峠道を回避することができ、患者への負担を軽減さ
せることができる。さらにこれまであまり利用することのな
かった医療施設についても 高速道路を利用した救急

間（３０分）を除いた３０分を搬送時間の基準としている。
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西播磨圏域：姫路市、たつの市、宍粟市、相生市、赤穂市、神埼郡、揖保郡、佐用郡、赤穂郡
第3次救急医療機関：脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷などの重篤患者へ対応するため、高度の

診療機能を備え、24時間受け入れ態勢可能な医療機関
所要時間算出： 規制速度を適用。播磨道は規制速度70km/hとした。

かった医療施設についても、高速道路を利用した救急
搬送先としての選択肢が増えると期待している。

（西はりま消防組合 ヒアリング調査）



３－⑨ 播磨科学公園都市の活性化

◯播磨科学公園都市は 先端技術・地域技術を活用したものづくり産業・先端医療施設などの集積◯播磨科学公園都市は、先端技術・地域技術を活用したものづくり産業・先端医療施設などの集積
を図っており、播磨自動車道は当該地区への重要なアクセス道路として機能する。

◯平成１５年の播磨自動車道播磨JCT～播磨新宮の開通後、産業用地の分譲面積は大幅に増加
しており（平成２７年現在では計画の６割程度）、評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の整備によ

100%
100%125

産業用地の分譲面積(ha)

り更なる分譲面積の増加が期待される。

■播磨科学公園都市の分譲面積（累積）の推移■播磨科学公園都市の主な研究施設

評価対象区間33

87 61% 61% 61%
63%

66%

80%100

産業用地の分譲面積(ha)

住宅用地の分譲面積(ha)

住宅・産業の分譲割合

播磨道開通

H15.3

更なる伸びに
期待！

評価対象区間

11
22

33

播磨科学
公園都市

評価対象
区間

佐用JCT (仮称)山崎JCT

山崎IC

87

55 56 56 57 
63 63 63 65 68 

25% 27%

40% 40%

46%
49%

54% 55% 55% 56%

40%

60%

50

75

播磨
自動車道

播磨新宮IC

44

公園都市

龍野西IC

龍野IC

山陽
姫路西IC

播磨
JCT

播
磨
自
動
車
道

36

11 11 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 13 13

20 22 

38 38 
45 

48 25% 27%

0%

20%

0

25
施設凡例

医療施設
研究施設
環境学習・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・
観光施設

計画 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 ～ 将来

播磨新宮ＩＣに隣接する播磨科学公園都市には、「SPring-
8」や「SACLA」など、世界を牽引する先端科学技術基盤が
集積している 播磨道が全通すれば 更なる発展が期待さ

①大型放射光施設SPring-8(スプリングエイト)
②X線自由電子レーザー施設SACLA（さくら）

教育施設

集積している。播磨道が全通すれば、更なる発展が期待さ
れる。

（兵庫県ヒアリング調査）
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【SPring-8】
Super Photon ring-8 GeV
（80億電子ボルト）

世界 高性能の放射光を生み出すことが
できる大型放射光施設 ④兵庫県立大学理学部③県立粒子線医療センター



３－⑩ 山陰の観光支援と播磨地域との交流支援

◯評価対象区間（播磨新宮 山崎ＪＣＴ）の開通により 姫路鳥取線が全線開通し高速道路ネ ト◯評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の開通により、姫路鳥取線が全線開通し高速道路ネット
ワークが強化され、観光面において山陰地方と播磨地域との一層の交流の活性化が期待される。

■道路ネットワーク網と観光施設 ■観光入込客数 （単位：千人）

3,173

2,938 2,890
3,010

2 800
2,900
3,000
3,100
3,200

西播磨地域鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺

6,647 6,657 6,635
6,759

6 600

6,800

7,000

鳥取砂丘
2,677

2,400
2,500
2,600
2,700
2,800

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

出典：兵庫県観光客動態調査報告書より出典：鳥取県観光客入込動態調査結果より
鳥取砂丘 なば温泉郷周辺とは 鳥取市

6,444

6,200

6,400

6,600

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

浦富海岸

鳥取砂丘

1 500

■主な観光先の入込客数 （単位：千人）

2,867
3 000

鳥取砂丘 姫路城

典 兵庫県観光客動態調 報告書
西播磨地域とは、相生市、たつの市、赤穂市、
宍粟市、太子町、上郡町、佐用町の7市町

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺とは、鳥取市の
河原町、用瀬町、佐治町、福部町の一部を除く地域鳥取自動車道

H25.3全線開通道の駅
神話の里白うさぎ

象

1,221 1,238

1,406

1,300 1,314

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

611 711 881 919

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

世界遺産 姫路城揖保乃糸（いぼのいと）・
資

西播磨地域

評価対象
区間

播磨地域

1,000

H23 H24 H25 H26 H27
0

H23 H24 H25 H26 H27

出典：兵庫県観光客動態調査報告書より
※平成27年の姫路城来場数の急激な伸びは、
「平成の大修理」が平成27年3月に完了したこと
による

出典：鳥取市主要観光施設入込客数より
※平成25年の大幅な伸びは、鳥取自動車道の
全通（Ｈ25.3）による

資料館そうめんの里
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・鳥取市・姫路市・岡山市において、これまで観光誘致や観光イベント等の観光振興に取り組んできた。姫路鳥取線整備により、3市間の広域周遊ネット
ワークが強化され、更なる観光入込客の増加が期待される。
・姫路鳥取線の整備により、岡山から鳥取へのルート選択において姫鳥線を利用したルートが選択可能となり、観光誘致において「近い鳥取」をアピール
することができる。 （鳥取市ヒアリング調査）



４．環境への配慮

○評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の周辺には 生育自然環境調査の結果多くの動植物が生○評価対象区間（播磨新宮～山崎ＪＣＴ）の周辺には、生育自然環境調査の結果多くの動植物が生
息・生育し、その中には希少な動植物も確認されている。

○平成２４年に学識経験者から構成される環境保全に関する検討委員会を設置し、助言・指導を受
けながら環境保全対策を実施し整備を進めている。

【希少猛禽類】 【希少植物】

■主な貴重種

【両生類】

サシバクマタカ
イヌショウママヤラン

■保全対策実施に向けて今後の取り組み

アカハライモリ

【希少猛禽類】
平成27年から営巣地調査を実施。
計画路線周辺でクマタカ・サシバの繁殖が確認さ
れたため、工事中の保全対策検討、代替巣設置

ケクロモジ

ミスミソウ

イヌショウマ

カシワバハグマ

移
植
対
象
植を実施中。 代替巣設置状況（サシバ） エビネ

マヤラン

チトセカズラ

コカモメヅル

植
物

（
９
種

【希少植物】
平成26年から希少植物の現況調査を実施し、工事実施前に採取・育
成に取組んでいる
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カ メヅル

ケテイカカズラ
）成に取組んでいる。

平成27年から近傍での移植先を調査・実施し、平成29年度以降移植
を行う計画。



事業費精査中
５．事業費

【税込】

現行の事業費 変更予定の事業費 増減額 増減率

６０３億円 ６５１億円 ＋４９億円 ＋８％

【税込】

○ 東日本大震災（平成23年3月）以降、労務単価等の急激な上昇が続いているため、事業費の
増額が必要となっている。（＋４９億円）

①労務単価の推移
例） 庫 内 普 作業

②材料単価の推移

増額が必要となっている。（＋４９億円）

例）兵庫県内における普通作業員

18 000

19,000 

例）兵庫県内におけるＨ鋼材
単位(円/日) 単位(円/ｔ)

79,000
82,000

00080 000

85,000

15,100 

16,200 
16,600 

15,000 

16,000 

17,000 

18,000 
約３割増

68,000
71,000

77,000

70,000

75,000

80,000

13,100 13,100 13,200 

12,000 

13,000 

14,000 

,

61,000

55,000

60,000

65,000
約２割増

Ｈ22.4 Ｈ23.4 Ｈ24.4 Ｈ25.4 Ｈ26.2 Ｈ27.2
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Ｈ22.4 Ｈ23.4 Ｈ24.4 Ｈ25.4 Ｈ26.4 Ｈ27.4

※四捨五入の関係で、合計が合わない場合がある



６.費用便益分析の結果

［金額 税抜］

種別 項目 事業全体 残事業

［金額・税抜］

便益（B）
（現在価値：H28期首換算）

走行時間短縮便益 655億円 655億円

走行経費減少便益 32億円 32億円

交通事故減少便益 15億円 15億円通事 減少 億 億

計 702億円 702億円

事業費 568億円 448億円
費用（C）

（現在価値：H28期首換算）

事業費 568億円 448億円

維持管理費 46億円 46億円

計 614億円 494億円

Ｂ/Ｃ １．１ １．４

費用便益分析マニュアル（平成２０年１１月 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と 致しないことがある。

注３）費用は、現在価値(H28)に換算した費用であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。

注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出



７.関係する都道府県の意見

人口減少社会において 地域の活力を維持するためには 多彩な交流の促進や災害時等における

■兵庫県知事からの意見（平成２８年１２月２日付け）

人口減少社会において、地域の活力を維持するためには、多彩な交流の促進や災害時等における
安全・安心の確保が必要であり、その基盤となる高速道路ネットワークの整備が不可欠となっている。

中国横断自動車道姫路鳥取線は、全線86kmのうち播磨新宮IC～（仮称）山崎JCT間（約11km）が
ミッシングリンクとなっており、未だ十分なストック効果を発揮することができていない。

当区間の完成は、山陽自動車道と中国自動車道が連結し、鳥取、岡山から姫路など播磨臨海地域
との連携が強化され 地域間交流や地域経済が 層活性化し 沿線地域を始めとする地域創生に大との連携が強化され、地域間交流や地域経済が一層活性化し、沿線地域を始めとする地域創生に大
きく寄与するものと考える。

また、播磨新宮ICに直結する播磨科学公園都市は、大型放射光施設を核とした研究施設や高度医

療施設等が集積しており、ネットワークがつながることで、世界を牽引する科学技術拠点として、さらな
る発展・活用が期待できる。

加えて 同公園都市にある西播磨広域防災拠点と周辺地域との連絡や緊急輸送路が強化され 防加えて、同公園都市にある西播磨広域防災拠点と周辺地域との連絡や緊急輸送路が強化され、防
災面においても大きな効果が発揮される。

こうしたことから、引き続き、安全・環境に配慮して事業を継続するとともに、平成32年度末供用の前
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倒しを図るよう、一層の事業促進に取り組んでいただきたい。



８.対応方針（原案）

■視点の整理

○事業の必要性等に関する視点

費用対効果（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で１．１、残事業で１．４である。

■視点の整理

・中国横断自動車道姫路鳥取線全体のネットワーク効果が発揮。
・山陽自動車道と中国自動車道の接続により、事故・渋滞等のリダンダンシー機能

を発揮。
・播磨科学公園都市の更なる活性化を支援。

など便益に反映されていない効果も含め、当該区間の必要性は高い。

○事業進捗の見込みの視点

・現在 用地取得を進めながら本線工事に着手しており 引き続き事業を進めていく・現在、用地取得を進めながら本線工事に着手しており、引き続き事業を進めていく。

○コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・新技術・新工法や現地の状況変化も確認しながら今後ともコスト縮減を図っていく。

■対応方針（原案）

【事業継続】【事業継続】

・ 関係機関の協力を得ながら、早期開通を目指し、事業の進捗を図っていく。
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